
三
十
年
の
歩
み
を
踏
え
て

三
十
年
の
歩
み
を
開
え
て

桃

城

○

戦
後
の
混
乱
に
よ
う
や
く
復
興
の
き
ざ
し
が
見
え
は
じ
め
、
戦
災
寺
院
の
多
く
が
復
活
再
建
し
て
法
灯
は
増
輝
せ
ん
と
し
、
宗
門
に
お

い
て
も
宗
報
第

一
号
の
創
刊
、
法
要
式
の
制
定
、
法
華
宗
婦
人
会
の
結
成
、
教
学
審
議
会
の
再
開
、
開
宗
七
百
年
記
念
事
業
計
画
等
躍
進

又
躍
進
と
そ
の
前
途
を
大
い
に
期
待
す
る
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。
法
華
宗
本
門
流
の
発
展
は
宗
門
、
僧
俗
の
双
肩
に
荷
わ
れ
、
特
に
青
年

僧
侶
に
嘱
望
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
か
ね
て
こ
の
事
を
読
み
と

っ
て
か
、
松
井
正
純
上
人

（宗
務
総
監
）
は
昭
和
廿
四

年
十
二
月
二
十
五
日
本
能
寺
（貫
首
苅
谷
日
任
上
人
）
に
、
学
究
青
年
僧
の
懇
談
会
を
開
か
れ
た
。
こ
の
時
集
る
も
の
僅
に
八
名
で
私
も
そ
の

中
に
加

っ
て
い
た
が
、
何
ん
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
か
、
と
い
う
程
に
気
楽
な
会
合
で
、
午
後
は
寺
内
泰
徹
本
能
寺
執
事
の
す
す
め
も
あ

っ
て
東
山
を
散
歩
し
清
水
の
音
羽
茶
店
で
、
舌
切
餅
を
賞
味
し
て
は
論
談
風
発
、
夜
は
夜
も
す
が
ら
経
文
読
誦
の
声
で
は
な
く
、
若
人
の

清
新
な
雰
囲
気
に
満
ち
た
終
日
で
あ

っ
た
。
こ
の
こ
と
が
後
に
同
学
会
と
自
称
し
、
次
い
で
桂
林
同
学
会
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
の
母
体

に
な
る
と
は
、
誰
も
あ
づ
か
り
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
で
も

一
同
は
期
せ
ず
し
て
宗
祖
御
妙
判
の
ポ
ケ
ッ
ト
版

（信
徒
用
）
を

編
集
す
る
こ
と
を
申
合
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
同
廿
七
年
の
春
淡
路
本
円
寺
で
住
職
の
花
谷
浩
正
君
、
日
村
芳
朗
君
と
私
が
最
後
の
編

集
を
終

っ
て
同
年
十
月

一
日
刊
行
し
た
の
が

『
信
仰
の
し
る
べ
』
―
―
日
蓮
聖
人
御
遺
文
要
集
―
―

（本
文

〓
曇
一頁
）
で
あ

っ
た
。
こ
れ
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は
僅
か
三
名
の
も
の
の
編
纂
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
松
井
正
純
宗
務
総
監
が
そ
の
跛
文
に

「
本
書
編
纂
に
当

っ
た
桂
林
同
学
会
は
教
学
研

究
の
目
的
を
以
て
昭
和
二
十
五
年
五
月
結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
主
な
会
員
は
桃
井
観
城
、
花
谷
浩
正
、
小
畠
啓
孝
、
芹
沢
泰
寛
、
大

平
進
龍
、
川
口
幸
隆
、
片
山
輝
彦
、
田
村
完
勝

（芳
朗
）
の
諸
師

で
あ
り
、
苅
谷
日
任
、
株
橋
諦
秀
の
両
師
が
そ
の
研
究
の
相
談
役
と
し

て
賛
助
し
て
い
る
。
こ
の
書
は
日
蓮
聖
人
開
宗
七
百
年
記
念
事
業
の

一
部
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
…
…
」
と
あ
る
。
あ
れ
か
ら

三
十
年
を
経
て
そ
の
中
に
は
遷
化
、
引
退
、
脱
宗
、
帰
俗
者
等
あ
り
懐
旧
の
情
禁
じ
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
本
書
も
絶
版
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
内
容
を
詳
述
す
る
余
白
は
な
い
が
、
信
徒
用
に
と
の
こ
と
で
、
な
る
だ
け

「
カ
ナ
」
文
字
の
多
い
と
い
う
方
針
で
編
集
し
た
の
も
若

い
私
達
の
考
え
方
で
あ

っ
た
と
思
う
。
今

『
信
仰
の
し
る
べ
』
の
目
次
を
の
ぞ
い
て
見
る
と
そ
の
扉
に
は
、
御
義
回
伝
の

「
南
無
妙
法
蓮

華
経
と
唱
え
た
て
ま
つ
る
者
は
、

如
来
と
共
に
宿
る
者
な
り
。
朝
朝
、
仏
と
共
に
起
き
、
夕
夕
、
仏
と
共
に
臥
す
。」

と
あ

っ
て
、
第

一

章
信
仰
の
あ
り
か
た
、
第
二
章
人
間
の
あ
り
か
た
、
第
二
章
実
践
の
あ
り
か
た
と
容
易
に
信
行
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
編
集
し
た
も

の
で
あ
る
。
人
曰
く

「
あ
り
か
た
」
で
は
な
く

「
あ
り
が
た
」
集
だ
ネ
…
ま
こ
と
に
そ
の
通
り
で
あ

っ
た
。

こ
の
出
版
を
ま
た
ず
し
て
小
笠
原
日
堂
上
人

（学
林
教
授
ニ
ホ
門
史
編
纂
者
）
が
遷
化

（同
二
十
六
年
二
月
二
十
五
日
）
さ
れ
宗
門
の

一
隅
に

空
洞
の
出
来
た
の
を
覚
え
た
。
そ
の
忌
中
に
松
井
正
純
上
人
は

「
小
笠
原

含
ホ
門
）
年
表
」
を
発
見
さ
れ
、
本
能
寺
晋
山
後
宗
門
か
ら
の

要
請
を
入
れ
て
同
三
十

一
年
十
二
月

一
日
宗
門
史
編
纂
事
務
局
の
主
任
に
就
き
、
日
吉
憲
孝
、
芹
沢
泰
寛
、福
島
泰
信
三
君
と
私
を
委
員
に
、

更
に
同
三
十
四
年
に
は
四
大
本
山
の
貫
首
と
学
林
長
を
顧
間
に
、
松
本
国
宗
君
を
委
員

に
岡
沢
海
宣
君
を
書
記
に
と
事
務
局

（本
能
寺

内
）
は
よ
う
ゃ
く
編
纂
活
動
に
入

っ
た
。
又
同
年
田
村
芳
朗
君
（現
東
大
教
授
）
は
東
洋
大
学
に
出
講
す
る
等
い
づ
れ
も
同
学
会
メ
ン
バ
ー
が

内
外
に
於
て
精
力
的
に
活
動
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
間
桂
林
同
学
会
の
開
催
は
見
送
ら
れ
て
来
た
が
、
同
三
十
三
年

八
月
二
十
五
日
に
桂
林
同
学
会
復
活
第

一
回
の
総
会
が
光
長
寺
で
、
第
二
回
が
そ
の
翌
二
十
四
年
八
月
二
十
四
日
２
六
日
本
興
寺
で
開
催

さ
れ
、
新
た
に
松
本
国
宗
君
が
会
員
に
加
わ

っ
た
。
そ
れ
以
後
、
四
大
本
山
が
毎
年
交
替
で
当
番
を
引
き
う
け
、
会
員
は
年
毎
に
そ
の
研

三
十
年
の
歩
み
を
踏
え
て
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三
十
年
の
歩
み
を
題
え
て

究
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

同
会
の
会
報
第

一
号

（同
二
十
三
年
九
月
五
日
付
）
に
よ
る
と
、

「
先
に
第
六
次
宗
会
の

承
認
を
得
て
、
数
年
間
中
絶
し
て
い
た
、
桂
林
同
学
会
の
再
発
足
、
第

一
回
会
合
が
新
な
構
想
の
下
に
左
記
十
二
名
の
教
師
を
選
定
し
て
再

会
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
…
…
」
そ
し
て
会
員
名
簿
に
は
赤
田
泰
円
、
石
田
智
清
、
大
平
進
龍
、
川
口
善
教
、
芹
沢
泰
寛
、
日
村
完
勝

（芳

朗
）
、
豊
島
正
典
、
成
瀬
英
俊
、
花
谷
浩
正
、
松
井
孝
純
、
和
田
晃
岳
、
桃
井
観
城
各
員
の
氏
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の
生
年
月
日
、
出
身
校
名
、

現
住
所
、
現
職
、
学
林
及
び
各
大
学
の
卒
業
論
文
の
論
題
等
が
懐
し
い
思
い
出
を
物
語

っ
て
い
る
。

つ
い
で
同
三
十
五
年
四
月
二
十
八
日
の
宗
旨
建
立
記
念
日
に
は

『
桂
林
学
叢
』
を
創
刊
し
、
各
員

の
研
究
を
初
め
て
対
外
的
に
発
表

し
た
の
で
あ

っ
て
、
「
金
剛
院
日
与
上
人
に
つ
い
て
」
（桃
井
）
「
本
果
院

日
朝
上
人
に

つ
い
て
」
（芹
沢
）
「
本
化
折
伏
論
概
説
」
（成
瀬
）

「
大
乗
非
仏
説
論
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（川
口
）
そ
し
て
特
別
寄
稿
と
し
て

「
総
別
問
題
を
中
心
に
し

て
の
本
宗
教
義
」
（苅
谷
日
任
上
人
）

が
掲
載
さ
れ
た
の
も
十
八
年
昔
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

尚
日
時
を
同
じ
く
し
て

『
法
華
宗
質
疑
明
解
』

第

一
集
が
各
員
の
解
答
執
筆
、

苅

谷
、
株
橋
両
師
の
監
修
に
て
法
華
宗
布
教
教
学
振
興
会
よ
り
発
刊
さ
れ
福
島
泰
信
宗
務
総
長
の
努
力
が
実
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
案
外
の

好
評
に
て
第
二
集
信
行
篇
、
第
二
集
続
信
行
篇
、
第
四
諸
集
、
等
を
続
刊
す
る
こ
と
が
出
来
、
宗
徒
の
各
位
に
報
謝
出
来
た
こ
と
を
喜
ぶ

も
の
で
あ
る
。　
一
方
同
年
十
月
十
三
日
教
学
布
教
研
究
会

（松
井
孝
純
・
赤
田
泰
円
・
近
藤
文
政
発
起
人
）
が
学
階
試
験
問
題
集
に
続
い
て
、

『
隆
門
論
叢
』
を
発
行
す
る
等
宗
門
は
教
学

ｏ
布
教
に
活
気
を
呈
し
開
宗
七
百
年
記
念
の
御
報
恩
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
同
三
十
七
年
に

は
三
浦
成
雄
、
苅
谷
玄
翁
両
君
が
研
究
員
に
加
わ

っ
た
。
こ
れ
に
先
ん
じ
て
宗
門
史
の
編
纂
事
業
は
資
料
の
衆
集
に
全
力
を
挙
げ
、
日
吉

憲
孝
師
の
遷
化
後
、
松
本
、
芹
沢
、
桃
井
の
コ
ン
ビ
は
意
気
投
合
し
て
、
同
二
十
五
年
二
月
二
十
九
日
よ
り
大
本
山
光
長
寺
を
は
じ
め
、

山
梨
妙
法
寺
、
常
在
寺
に
格
護
さ
れ
た
御
本
尊
、
古
文
書
、
古
記
録
集
等
の
調
査
、
撮
影
、
同
四
十
五
年
に
至
る
間
鷲
山
寺
、
本
興
寺
、

本
能
寺
三
本
山
は
も
と
よ
り
、
大
沼
田
檀
林
を
探
訪
し
て
篤
信
石
井
与

一
郎
氏
所
蔵
の
文
書
か
ら
同
檀
林
の
貴
重
な
資
料
を
発
掘
し
た
。

例
え
ば
檀
林
五
十
八
世
日
崇
上
人
の
過
去
帳
本
尊
に
は
檀
林
生
徒
の
法
名
が
列
記
さ
れ
、
能
所
の
関
係
が
敬
慕
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
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の
下
に

「
畑
中
逝
」

「
城
之
内

二
法
名
の
テ
逝
」

「
川
死
」
「
浜
宿

ニ
テ
逝
」
「
田
死
」

等
の
悲
し
い
文
字
が
学
途
半
ば
に
し
て
自
決
し
た

（留
年
を
恥
じ
て
）
清
純
な
学
徒
の
血
涙
に
合
掌
唱
題
し
た
の
で
あ
る
。
高
松
市
本
覚
寺

（和
田
晃
岳
住
職
）
で
は
戦
災
で
死
守
し
た
御
宝
蔵

中
か
ら
金
岳
公
子
の
蔵
書
、
著
述
等
が
大
部
に
わ
た

っ
て
発
見
さ
れ
、
数
々
の
宗
宝
が
各
所
で
提
供
さ
れ
る
等
、
宗
内
各
寺
院
の
協
力
、

支
援
に
よ
っ
て
着
々
と
新
資
料
が
集
積
さ
れ
、
そ
の
記
録
、
写
真
の
解
読
に
精
魂
を
か
た
む
け
、
松
本
委
員
は
逐
に
視
力
障
害
に
苦
し
ま

ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
然
し
資
料
の
整
理
、
保
存
、
年
表
編
纂
等
本
格
的
な
事
務
局
の
運
営
の
た
め
に
、
委
員
に
松
井
孝
純
、
助
手
に
三

浦
成
雄
同
福
岡
淳
翁
三
君
の
増
員
に
よ
り
同
四
十
二
年
七
月
以
降
専
ら

『
法
華
宗
年
表
』
の
作
製
に
専
念
し
、
法
華
宗
管
長
松
井
日
宏
視

下
は
も
と
よ
り
寺
内
泰
徹
上
人

（法
華
宗
財
務
部
長
、
本
能
寺
執
事
長
）
の
甚
大
な
協
護

に
よ
り
同
四
十
七
年
五
月
二
十
二
日

『
法
華
宗
年

表
』

（本
文
二
九
四
頁
）

一
巻
が
上
梓
さ
れ
宗
門
史
の
第

一
段
階
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
宗
門
史
の
大
動
脈
を
敷
い
た
も
の
に

過
ぎ
な
い
、
今
後
は
各
地
域
か
ら
か
く
れ
た
資
料
を
発
掘
す
る
た
め
に
、
各
聖
の
協
力
に
ま

っ
て
完
壁
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
大
方
の
要
望
に
答
え
て
、
宗
門
史
談
会
が
翌
四
十
八
年
四
月
に
発
足
し
、
同
十
月

一
日
に

『
宗
門
史
談
』
が
創
刊
さ
れ
各
方
面
か
ら
の

入
会
が
あ
り
、
現
在
会
員
三
〇
〇
名
に
達
し
て
い
る
と
聞
い
て
、
新
資
料
の
提
供
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
間
同
二
十
九
年
に
は
片
山
郁

朗
君
、
同
四
十

一
年
に
は
中
村
宏
龍
君
、
同
四
十
二
年
に
は
森
智
洪
君
、
同
四
十
六
年
に
は
小
西
徹
龍

。
大
平
宏
龍
両
君
が
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
員
に
加
わ

っ
た
。

宗
門
史
の
編
纂
と
平
行
し
て
学
林
在
職
の
各
員
が
日
夜
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
に
よ
り
、
絶
版
に
な

っ
て
い
た

『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
』
十

一
巻
の
再
版
が
完
結
し
、　
殊
に
そ
の
付
録
の
作
製
は
、　
原
本
と
の
照
合
に
心
血
が
そ
そ
が
れ
、　
百
十

一
頁
に
わ
た
る
正
誤
表
が
完
成
さ

れ
、
大
聖
人
御
降
誕
七
百
五
十
年
奉
讃
事
業
の
随

一
に
挙
げ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
等
の
大
事
業
が
次
々
に
貴
重
な
成
果
を
あ
げ
る
に
は
そ
の
母
体
が
既
に
出
来
て
い
た
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
即

ち
第
十
二
次
宗
会

（同
三
十
八
年
六
月
一
日
福
島
泰
信
宗
務
総
長
）
は

「
法
華
宗
教
学
研
究
所
」
の
設
立
を
決
議
し
、

（そ
の
規
約
は
田
村
、
芹

三
十
年
の
歩
み
を
踏
え
て
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三
十
年
の
歩
み
を
踏
え
て

沢
両
君
が
主
力
を
注
い
で
出
来
た
）
初
代
所
長
に
は
、
株
橋
学
林
学
監
が
就
任
し
、
構
成
員
に
は
桂
林
同
学
会
員
が
充
て
ら
れ
、
前
例
の
如
く

東
西
の
四
大
本
山
の
輪
番
護
持
の
下
に
、
毎
年
の
総
会

に
は

（芹
沢
、
松
井
、
私
の
発
想
）
所
員
、
研
究
員
の
研
究
発
表
が
喝
望
せ
ら
れ
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
所
会
、
総
会
等
に
よ
り
研
究
所
は
そ
の
機
能
を
十
三
分
に
発
揮
す
る
の
み
な
ら
ず
、
昭
和
四
十
八
年
に
は
福
岡
淳
翁
君

が
、
同
四
十
九
年
に
は
鈴
木
随
順
君
が
遂
次
入
所
し
て
総
員
十
六
名
は
そ
の
専
攻
を
生
か
し
て
、
教
学
、
宗
門
史
、
仏
教
学
、
文
化
等
の

各
部
門
に
実
績
を
あ
げ
、
去
る
五
十

一
年
第
十
四
次
研
究
所
総
会
を
本
興
寺
に
お
い
て
開
催
し
た
の
で
あ
る
。
毎
回
の
記
録
は
学
叢
各
号

の
末
尾
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
学
叢
も
本
年
第
十
号

「
回
顧
と
展
望
」
の
記
念
特
集
を
発
行
す

る
迄

に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
同
五
十

一
年
に
は
松
本
国
宗
君
が
名
誉
所
員
に
推
挙
さ
れ
た
事
も
記
し
て
お
き
た
い
。

○

顧
れ
ば
本
能
寺
現
貫
首
松
井
日
宏
上
人
の
発
想
に
よ
り
、
去
る
昭
和
二
十
四
年
の
青
年
学
僧
懇
談
会
に
端
を
発
し
、
桂
林
同
学
会
、
法

華
宗
教
学
研
究
所

へ
発
展
、
凡
そ
三
十
年
を
経
過
し
、
そ
の
間
紆
余
曲
折
は
あ

っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
績
を
つ
み
重
ね
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
は
、
宗
門
未
曽
有
の
法
慶
で
、
先
覚
者
の
指
導
よ
ろ
し
き
を
得
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
宗
門
及
び
各
大
本
山
当
局
、
宗
内

各
寺
院
住
職
、
檀
信
徒
各
位
の
絶
大
な
る
御
協
力
、
御
鞭
撻
の
た
ま
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
銘
し
深
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の

庇
護
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
研
究
所
各
員
の
精
進
努
力
に
宗
門
各
聖
の
絶
え
ざ
る
御
協
護
を
仰
い
で
ゃ
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
今
後
の
課
題
を
考
え
て
み
る
と
、

１
所
長
講
義
に
よ

っ
て
、
本
宗
教
学
の
根
幹
を
披
涯
し
て
研
究
の
指
針
を
示
し
、
将
来
の
方
向
づ
け
を
願
い
た
い
。

一
朝

一
夕
の
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
が
、
宗
門
発
展
の
基
盤
は
こ
こ
に
あ
る
と
信
じ
る
。

２
桂
林
学
叢
の
年
刊
。
こ
れ
に
は
全
員
の
執
筆
協
力
が
第

一
に
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。
研
究
発
表
の
レ
ジ
メ

（プ
リ
ン

ト
）
は
教
学
審
議
会
や
宗
会
に
は
提
出
さ
れ
、
宗
報
に
も
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
、
毎
年
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
も
貴
重
な
発
表
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が
多
々
あ
る
の
で
、
学
叢
に
そ
の
概
要
で
も
掲
載
出
来
れ
ば
禅
益
す
る
も
の
と
思
う
。
い
づ
れ
も
編
集
委
員
各
位
の
法
労
に
ま
つ
も
の
で

あ
る
。

３
布
教
研
究
部
門
の
新
設
。
こ
れ
は
屋
上
屋
を
か
さ
ね
、
そ
れ
で
な
く
て
も
宗
門
の
仕
事
は
多
す
ぎ
る
と
の
御
意
見
が
強

い
と

思

う

が
、
教
学
研
究
所
の
あ
り
方
に
は
限
度
が
あ
る
こ
と
は
い
う
迄
も
な
い
。　
一
般
学
会
の
研
究
所
と
は
勿
論
そ
の
目
的
を
異
に
し
て
い
る
と

は
い
え
、
宗
門
の
発
展
は
布
教
に
あ
る
こ
と
に
は
問
題
は
な
い
。
布
教
の
原
動
力
は
教
学
の
樹
立
で
、
教
学
の
研
鑽
は
教
学
研
究
所
の
任

務
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
所
長
講
義
を
は
じ
め
、
各
員
の
貴
重
な
研
究
は
研
究
所
に
温
存
蓄
積
す
る
の
み
で
は
な
く
、
許
さ
れ
る
部
分

は
布
教
の
実
践
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
医
学
会
で
は
病
理
学
の
研
究
実
績
が
臨
床
医
学
に
応
用
実
践
さ
れ
医
学
の
進
歩
が
あ

る
。
今
や
仏
教
各
宗
団
に
あ

っ
て
も
こ
の
問
題
が
緊
急
の
懸
案
と
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
人
材
の
発
掘
。
我
々
の
教
団
は
教
師
数

一
千
人
に
満
た
な
い
小
教
団
で
、
し
か
も
寺
院
の
格
差
は
大
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心

あ
る
教
師
の
内
に
は
地
道
に
教
学
の
研
鑽
が
な
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
御
妙
判
の
現
代
語
訳
、
曰
く
教
学
の
現
代
的
展
開
、
そ
の
他
の
面
で

注
目
す
べ
き
も
の
が
多
々
あ
る
と
思
う
。
こ
れ
等
の
研
究
活
動
を
見
捨
て
る
こ
と
な
く
、
宗
門
の
機
関
に
お
い
て
助
成
、
教
導
し
て
、
教

学
、
布
教
の
信
解
に
新
機
軸
を
も
た
ら
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
そ
の
発
掘
に
も
研
究
所
の
熱
意
を
訴
え
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
研
究
所
に

入
所
出
来
ぬ
事
情
の
あ
る
教
師
に
注
目
し
て
、
少
な
い
教
師
各
人
の
特
質
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
せ
、
小
教
団
の
明
日
へ
の
発
展
に
資
せ
ら

れ
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
あ
る
。

５
御
聖
教
の
活
用
。
宗
門
史
は
前
掲
の
如
く

『
宗
門
史
談
』
を
中
心
に
、
各
方
面
か
ら
の
新
資
料
が
提
供
さ
れ
将
来

へ
の
期
待
が
大
き

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
完
結
し
た

『
弘
経
抄
』
十

一
巻
は
、
発
刊
の
趣
旨
に
の
っ
と

っ
て
、
大
い
に
研
鑽
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
も
本
箱
に
入
れ
た
ま
ま
の
状
況
で
申
訳
な
く
思

っ
て
い
る
。
正
直
い
っ
て
御
聖
教
を
拝
読
す
る
諸
条
件
に
か
け
て
い
る

こ
と
、
第

一
そ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
難
解
で
ど
う
に
も
な
ら
な
い
点
が
多
い
。
せ
め
て
輪
読
会
、
研
究
会
が
、
中
央

（学
林
又
は
研
究
所
）
地

三
十
年
の
歩
み
を
踏
え
て

―-103……



三
十
年
の
歩
み
を
距
え
て

方

（碩
学
）
を
中
心
に
、
年
に

一
、
二
回
で
も
よ
い
色
ん
な
難
関
を
克
服
し
て
持
た
れ
た
い
と
思
う
。
然
し
そ
れ
に
は
文
部
省
で
は
な
い

が
指
導
要
領
的
な
も
の
が
要
求
さ
れ
る
。
大
変
な
こ
と
に
な

っ
て
来
た
。
ど
の
道
も
け
わ
し
い
が
、
中
央
、
地
方
の
篤
学
の
士
に
御
法
労

を
仰
い
で
、
宗
門
百
年
の
た
め
に

『
御
聖
教
辞
典
』
を
編
纂
し
て
い
た
だ
き
度
い
、
勿
論
そ
の
下
仕
事
に
つ
い
て
は
、
研
究
所
全
員
が
協

力
す
べ
き
で
あ
る
。
先
づ

『
弘
経
抄
』
十

一
巻
か
ら
は
じ
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
大
方
の
御
賛
同
を
乞
う
と
共
に
、
宗
門

ｏ
学
林

当
局
の
特
別
の
御
協
力
を
懇
願
す
る
も
の
で
あ
る
。
名
づ
け
て

『
法
華
宗
辞
典
』
（昭
和
一一十
五
年

一
月
五
日
発
想
）
と
い
う
、
こ
れ
こ
そ
宗

祖
七
百
遠
忌
記
念
の
大
金
字
塔
で
あ
り
た
い
。

以
上
大
凡
そ
日
頃
愚
考
す
る
と
こ
ろ
を
率
直
に
述
べ
御
批
判
を
願
い
度
い
の
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
我
々
の
研
究
は
三
十
年
の
歩

み
を
回
顧
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
、
宗
門
発
展
の
い
し
ず
え
、
人
柱
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
道
標
を
掲
げ
て
御
教
導

を
仰
ぐ
も
の
で
あ
る
。

我
々
は
教
学
の
基
本
的
な
研
究
に
全
力
を
傾
倒
し
て
、　
一
意
専
心
、
行
学
二
道
の
確
立
に
寄
与
す
る
と
共
に
、
そ
の
基
本
的
な
研
究
の

成
果
が
、
教
徒
の
信
行
生
活
に
不
退
の
信
仰
を
植
え
つ
け
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
研
究
所
の
活
動
を
よ
ど
み
な
く
読
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

以
上
編
集
部
の
求
め
に
応
じ
て
、
法
華
宗
教
学
研
究
所
の

「
回
顧
と
展
望
」
を
略
記
す
る
次
第
で
あ
る
。
御
叱
正
を
乞
う
。

五
二

・
五

・
三
〇
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